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(57)【要約】
【課題】通信設定において各スレーブが自己のＩＤを自
動的に設定することができるネットワークシステムを提
供する。
【解決手段】本実施形態によれば、ネットワークシステ
ムは、マスタと複数のスレーブとを有する。マスタは、
第１の通信手段と、電圧供給手段とを備える。前記各ス
レーブは、第２の通信手段と、抵抗と、測定手段と、決
定手段とを備える。第１の通信手段は、複数のスレーブ
とシリアル通信を行う。電圧供給手段は、複数のスレー
ブを直列に接続する電線へ各スレーブに識別情報を決定
させるための電圧を供給する。第２の通信手段は、マス
タ及び他のスレーブとのシリアル通信を行う。抵抗は、
電線により他のスレーブの抵抗と直列に接続される。測
定手段は、抵抗にかかる電圧値としての分圧値と抵抗の
前段の電圧値とを測定する。決定手段は、測定手段が測
定した抵抗の前段の電圧値と、分圧値と、電圧供給手段
が前記電線に供給する電圧値とから自己の識別情報を決
定する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　マスタと複数のスレーブとを有するネットワークシステムにおいて、
　前記マスタは、
　前記複数のスレーブとシリアル通信を行う第１の通信手段と、
　前記複数のスレーブを直列に接続する電線へ前記各スレーブに識別情報を決定させるた
めの電圧を供給する電圧供給手段と、を備え、
　前記各スレーブは、
　前記マスタ及び他のスレーブとのシリアル通信を行う第２の通信手段と、
　前記電線により他のスレーブの抵抗と直列に接続される抵抗と、
　前記抵抗にかかる電圧値としての分圧値と前記抵抗の前段の電圧値とを測定する測定手
段と、
　前記測定手段が測定した前記抵抗の前段の電圧値と、前記分圧値と、前記電圧供給手段
が前記電線に供給する電圧値とから自己の識別情報を決定する決定手段と、を備える、
　ネットワークシステム。
【請求項２】
　前記各スレーブは、さらに、前記決定手段により決定した識別情報を自己の識別情報と
して設定する設定手段を有する、
　前記請求項１に記載のネットワークシステム。
【請求項３】
　前記各スレーブの抵抗は、全スレーブにおいて同じ抵抗値であり、
　前記各スレーブの決定手段は、前記電線で直列に接続された各スレーブの抵抗で予測さ
れる電圧降下に基づいて、前記マスタの前記電圧供給手段から何番目に接続されたスレー
ブであるかを示す識別情報を決定する、
　前記請求項２に記載のネットワークシステム。
【請求項４】
　前記各スレーブは、さらに、前記決定手段により決定した識別情報を前記第２の通信手
段により送信し、
　前記マスタは、さらに、前記第１の通信手段により前記各スレーブから受信する識別情
報を保存する保存手段を備える、
　前記請求項１乃至３の何れか１項に記載のネットワークシステム。
【請求項５】
　前記マスタは、さらに、
　前記各スレーブの抵抗を直列に接続する前記電線の終端を接地する接地部を有する、
　前記請求項１乃至４の何れか１項に記載のネットワークシステム。
【請求項６】
　前記電線で直列に接続されるスレーブのうち前記電源供給手段から最も遠いスレーブは
、前記電線の終端を接地する接地部を有する、
　前記請求項１乃至４の何れか１項に記載のネットワークシステム。
【請求項７】
　前記電線は、前記各スレーブの抵抗を直列に接続する電圧供給ラインとグランドライン
とで２重化され、
　前記各スレーブは、前記電圧供給ラインに前記抵抗を直列に接続するコネクタを有し、
　前記マスタから最も遠くに接続されるスレーブは、前記抵抗に直列接続した後の前記電
圧供給ラインと前記グランドラインとを短絡する、
　前記請求項１乃至４の何れか１項に記載のネットワークシステム。
【請求項８】
　マスタと複数のスレーブとがシリアル通信を行うネットワークシステムにおける識別情
報の設定方法であって、
　前記複数のスレーブを直列に接続する電線へ前記各スレーブに識別情報を決定させるた
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めの電圧を供給し、
　前記電線により他のスレーブの抵抗と直列に接続される抵抗にかかる電圧値としての分
圧値と前記抵抗の前段の電圧値とを測定し、
　前記測定した前記抵抗の前段の電圧値と、前記分圧値と、前記電線に供給される電圧値
とから前記各スレーブがそれぞれ識別情報を決定する、
　ネットワークシステムにおける識別情報の設定方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態は、ネットワークシステムおよびネットワークシステムにおける識別
情報の設定方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　マスタと複数のスレーブとが通信を行うネットワークシステムでは、通信機器としての
各スレーブを一意に特定するための識別情報としての固有のＩＤを設定する必要ある。従
来、各スレーブのＩＤ設定としては、人が各スレーブのスイッチ設定によりＩＤを設定す
るのが一般的である。このようなＩＤ設定方法では、スレーブの数が増減するごとに、人
が各スレーブのＩＤを設定し直す必要がある。これらの作業は、手間がかかるのみならず
、設定ミスを生じる可能性がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００５－２２９５６１号公報
【特許文献２】特開２０１０－１９８５１０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上記の課題を解決するために、通信機器の識別情報を効率よく設定できるネットワーク
システムおよびネットワークシステムにおける識別情報の設定方法を提供することを目的
とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本実施形態によれば、ネットワークシステムは、マスタと複数のスレーブとを有する。
マスタは、第１の通信手段と、電圧供給手段とを備える。前記各スレーブは、第２の通信
手段と、抵抗と、測定手段と、決定手段とを備える。第１の通信手段は、複数のスレーブ
とシリアル通信を行う。電圧供給手段は、複数のスレーブを直列に接続する電線へ各スレ
ーブに識別情報を決定させるための電圧を供給する。第２の通信手段は、マスタ及び他の
スレーブとのシリアル通信を行う。抵抗は、電線により他のスレーブの抵抗と直列に接続
される。測定手段は、抵抗にかかる電圧値としての分圧値と抵抗の前段の電圧値とを測定
する。決定手段は、測定手段が測定した抵抗の前段の電圧値と、分圧値と、電圧供給手段
が前記電線に供給する電圧値とから自己の識別情報を決定する。
【図面の簡単な説明】
【０００６】
【図１】図１は、本実施形態に係るネットワークシステムの構成例を示すブロック図であ
る。
【図２】図２は、本実施形態に係る各スレーブに供給される電圧の例を示す図である。
【図３】図３は、実施形態に係るネットワークシステムの第２の構成例を示すブロック図
である。
【図４】図４は、実施形態に係るネットワークシステムの第３の構成例を示すブロック図
である。
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【発明を実施するための形態】
【０００７】
　以下、実施形態について、図面を参照して説明する。　
　図１は、本実施形態に係るネットワークシステムの構成例を示すブロック図である。図
１に示すように、本実施形態に係るネットワークシステムは、マスタ装置（以下、単にマ
スタと称する）Ｍと複数のスレーブ装置（以下、スレーブと称する）Ｓ（Ｓ１、Ｓ２、…
、Ｓｎ）とを有する。マスタＭと複数のスレーブＳとは、それぞれが独立したユニットを
構成している。マスタＭは、各スレーブＳに制御命令を出力したり、各スレーブＳからの
情報を取得したりするものである。各スレーブＳは、マスタＭからの動作命令に基づいて
駆動機構を動作させたり、センサなどの入力機器からの情報を取得してマスタＭへ出力し
たりするユニットである。
【０００８】
　たとえば、本ネットワークシステムにおいて、マスタＭと各スレーブＳとは、シリアル
通信ラインによってデイジーチェーン接続される。シリアル通信ラインによりデイジーチ
ェーンされたマスタＭと各スレーブとは、半二重通信を行う。本ネットワークシステムは
、シリアル通信ラインを用いた半二重通信を行うため、通信設定において、各スレーブＳ
に固有のＩＤが付与される。各スレーブは、ＩＤにより識別され、マスタＭあるいは他の
スレーブＳとのデータ通信が可能となる。
【０００９】
　たとえば、各スレーブＳは、自己のＩＤを付与したデータをマスタＭに送信する。スレ
ーブＳから送信されたデータを受信したマスタＭは、データに付与されたＩＤから受信し
たデータがどのスレーブＳから送信されたデータであるかを識別する。また、マスタＭは
、特定のスレーブＳへデータを送る場合、データに当該スレーブＳのＩＤを付与して送信
する。マスタＭから送信されたデータを受信した各スレーブＳは、受信したデータに付与
されているＩＤと自己のＩＤとを比較し、一致すれば受信したデータを格納し、一致しな
ければ、次のスレーブＳへ受信したデータを送信する。
【００１０】
　次に、マスタＭの構成例について説明する。　
　マスタＭは、図１に示すように、コアプロセッサ１０２、電源部１０３、シリアルトラ
ンシーバ１０４及びメモリ１０５などを備える。また、マスタＭは、各スレーブＳにも共
通なグランドラインＬｇ（ＧＮＤ）とユニットの動作用電源として用いる主電源ラインＬ
ｖ（Ｖｃｃ）とが接続されている。グランドラインＬｇは、電位が０［ｖ］のラインであ
り、各スレーブＳにも共通に接続される。主電源ラインＬｖは、マスタＭおよび各スレー
ブを動作させる電源電圧を供給するラインである。図１に示す例では、電源電圧値をＶｃ
ｃ［ｖ］とする。従って、主電源ラインＬｖは、マスタＭおよび各スレーブの全ユニット
に動作用電源として電圧値Ｖｃｃの電圧を供給する。
【００１１】
　コアプロセッサ１０２は、マスタＭ内の各部と電気的に接続され、マスタＭ全体の動作
を制御する。コアプロセッサ１０２は、ＣＰＵなどで構成される。また、コアプロセッサ
１０２は、内部メモリおよび各種のインターフェースなどを備えるものであっても良い。
コアプロセッサ１０２は、制御プログラムを実行することによりマスタＭの動作を制御す
る。例えば、コアプロセッサ１０２は、オペレーティングシステムのプログラムを実行す
ることにより、マスタＭの基本的な動作制御を行う。また、コアプロセッサ１０２は、ア
プリケーションプログラムを実行することにより、各スレーブＳから受信するデータなど
に基づいて、各スレーブに対する種々の動作制御を行う。なお、コアプロセッサ１０２が
プログラムを実行することにより実現できる機能のうちの一部は、ハードウエア回路によ
り実現されるようにしても良い。
【００１２】
　電源部１０３は、ＩＤ判別線Ｌｉを通じて各スレーブＳへＩＤを決定するための電圧を
供給する。ＩＤ判別線Ｌｉは、各スレーブＳの抵抗を直列に接続する。図１に示す構成例
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において、各スレーブＳの抵抗を直列に接続するＩＤ判別線Ｌｉの終端は、マスタＭ内の
接地部ＧＮＤに接続される。接地部ＧＮＤは、接地されている。すなわち、マスタＭでは
、ＩＤ判別線Ｌｉの一端（始端）を電源部１０３に接続し、ＩＤ判別線Ｌｉの多端（終端
）を接地部Ｇに接続する。
【００１３】
　シリアルトランシーバ１０４は、各スレーブＳとシリアル通信を行うための通信部であ
る。シリアルトランシーバ１０４は、たとえば、シリアル通信線を用いた半２重通信によ
り各スレーブを通信を行うものである。シリアルトランシーバ１０４は、シリアル通信線
を用いて各スレーブＳのシリアルトランシーバをデイジーチェーン接続する。コアプロセ
ッサ１０２は、シリアルトランシーバ１０４を通じて各スレーブＳからデータを受信する
ことができる。また、コアプロセッサ１０２は、シリアルトランシーバ１０４を通じて各
スレーブＳにデータを送信することもできる。例えば、コアプロセッサ１０２は、シリア
ルトランシーバ１０４を通じて各スレーブＳに接続されたセンサにより検知した信号のデ
ータを受信する。また、コアプロセッサ１０２は、シリアルトランシーバ１０４を通じて
各スレーブに接続されているアクチュエータを動作させる命令を送信する。
【００１４】
　メモリ１０５は、プログラム及びデータなどを記録するコンピュータ可読媒体である。
メモリ１０５は、コアプロセッサ１０２で動作するプログラムを格納する。メモリ１０５
は、各スレーブへ送信するデータ、各スレーブから受信したデータ及びコアプロセッサ１
０２の処理結果などを格納することができる。
【００１５】
　次に、スレーブＳの構成について説明する。
【００１６】
　各スレーブＳは、マスタＭに接続される。各スレーブＳは、センサなどで検知したデー
タなどをマスタＭに送信したり、マスタＭから送信された制御命令を受信してアクチュエ
ータなどの駆動機構を動作させたりする。これにより、本実施形態に係るネットワークシ
ステムにおいて、マスタＭは、各スレーブＳからの情報を収集し、各スレーブの動作を統
括的に制御することができる。
【００１７】
　次に、スレーブＳの構成例について説明する。　
　各スレーブＳは、図１に示すような構成を有する。各スレーブＳは、それぞれの用途（
特性）を有する。たとえば、スレーブＳは、センサが検知する情報をマスタＭに出力する
ものであったり、アクチュエータなどの駆動機構を動作させる駆動制御するものであった
りする。図１に示す例では、各スレーブＳにセンサ２００およびアクチュエータ３００を
接続した例を示しているが、各スレーブＳは、用途（特性）に応じた機器が接続されるも
のであれば良い。
【００１８】
　すなわち、各スレーブＳは、マスタＭあるいは他のスレーブとの通信を行うため構成と
して、コアプロセッサ１１１、計測部１１２、抵抗１１３、シリアルトランシーバ１１４
、およびメモリ１１５を有する。これらの構成は、各スレーブの用途に関らず全てのスレ
ーブが具備している。また、アクチュエータ３００などの駆動機構が接続される場合には
、スレーブＳは、駆動機構を駆動させるためのコントローラ１１６を有する。
【００１９】
　また、各スレーブＳは、マスタＭおよび他のスレーブＳと共通にグランドラインＬｇ（
ＧＮＤ）と主電源ラインＬｖ（Ｖｃｃ）とが接続されている。グランドラインＬｇは、電
位が０のラインであり、主電源ラインＬｖは動作用電源として電圧値Ｖｃｃの電圧を供給
するラインである。すなわち、スレーブＳは、ＩＤ判別線Ｌｉとは別系統の主電源ライン
Ｌｖから供給される動作用電源電圧により動作する。
【００２０】
　コアプロセッサ１１１は、スレーブＳ内の各部と電気的に接続され、スレーブＳ全体の
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制御を司る制御部として機能する。コアプロセッサ１１１は、ＣＰＵ、内部メモリ、およ
びインターフェースなどを有する。コアプロセッサ１１１は、メモリ１１５などに記録さ
れている制御プログラムを実行することにより種々の処理を行う。例えば、コアプロセッ
サ１１１は、オペレーティングシステムのプログラムを実行することにより、スレーブＳ
１の基本的な動作制御を行う。また、コアプロセッサ１１１は、アプリケーションプログ
ラムを実行することにより、スレーブＳの運用形態に応じた種々の動作制御を行う。なお
、各種の機能のうちの一部は、ハードウエア回路により実現されるようにしても良い。
【００２１】
　計測部１１２は、電圧測定器及びＡ／Ｄ変換器などを備える。計測部１１２は、電圧測
定器で電圧を測定する。計測部１１２は、電圧測定器による電圧の測定結果をＡ／Ｄ変換
器によりデジタルデータに変換し、電圧の測定結果を示すデジタルデータをコアプロセッ
サ１１１に送信する。　
　本実施形態において、計測部１１２の電圧測定器は、抵抗１１３の直前（前段）と抵抗
１１３の直後（後段）と接地部（ＧＮＤ）とに接続されている。計測部１１２の電圧測定
器は、抵抗１１３の前段と抵抗１１３の後段との間の電位差（電圧）と、抵抗１１３の前
段とＧＮＤとの間の電位差（電圧）とを測定する。たとえば、測定部１１２は、抵抗の前
後でＡ／Ｄ変換を使い、電圧を測定するようにしても良い。この場合、抵抗の前後でＡ／
Ｄ変換を使い電圧を特定しているため、その計測値から抵抗により分圧された電圧が測定
できる。
【００２２】
　すなわち、計測部１１２の電圧測定器は、抵抗１１３にかかる電圧値（抵抗１１３の前
段と抵抗１１３の後段との間の電位差）を測定する。抵抗１１３にかかる電圧値（抵抗１
１３の前段と抵抗１１３の後段との間の電位差）は、抵抗１１３によって電圧降下する電
圧値であり、分圧値とも称するものとする。計測部１１２は、電圧測定器が測定する分圧
値をＡ／Ｄ変換器によりデジタルデータに変換し、分圧値を示すデジタルデータをコアプ
ロセッサ１１１へ送信する。
【００２３】
　さらに、計測部１１２の電圧測定器は、抵抗１１３の直前（前段）とグランド（ＧＮＤ
）との間の電位差（電圧）も測定する。抵抗１１３の前段とＧＮＤとの間の電位差は、Ｉ
Ｄ判別線Ｌｉによって当該スレーブＳに入力される電圧値であり、抵抗前電圧値とも称す
るものとする。抵抗前電圧値は、マスタＭの電源部１０３が出力する電源電圧値から、電
源部１０３から当該スレーブに至るまでの電圧降下分を減算した値となる。計測部１１２
は、電圧測定器が測定する抵抗前電圧値をＡ／Ｄ変換器によりデジタルデータに変換し、
抵抗前電圧値を示すデジタルデータをコアプロセッサ１１１へ送信する。
【００２４】
　また、抵抗１１３の直後（後段）とＧＮＤとの間の電位差（電圧）を測定するようにし
ても良い。抵抗１１３の後段とＧＮＤとの間の電位差（以下、抵抗後電圧値とも称する）
と分圧値とを足した値が抵抗前電圧値となる。従って、抵抗後電圧値を計測した場合であ
っても、分圧値と抵抗前電圧値とを用いた後述するような計算が可能となる。このため、
計測部１１２は、分圧値を示すデータとともに、抵抗後電圧値を示すデジタルデータをコ
アプロセッサ１１１へ送信するようにしても良い。
【００２５】
　なお、上述したように、ＩＤ判別線Ｌｉにより各スレーブに供給される電圧は、各スレ
ーブの抵抗で徐々に電圧降下する。従って、ＩＤ判別線Ｌｉによって各スレーブに供給さ
れる電圧は、マスタＭの電源部１０３が供給する電源電圧値から、他のスレーブの抵抗で
の電圧降下分が低下したものとなるため、各スレーブの動作用の電源電圧としては適当で
ない。このため、各スレーブＳは、ＩＤ判別線Ｌｉとは別系統の主電源ラインＬｖから供
給される電圧を電源電圧として動作するようになっている。
【００２６】
　抵抗１１３は、自己の識別情報としてのＩＤを決定するために使用される。各スレーブ
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の抵抗１１３は、ＩＤ判別線Ｌｉにより全て直列で接続される。直列に接続された各スレ
ーブの抵抗１１３には、マスタＭの電源部１０３が供給する電圧（電源電圧値）が印加さ
れる。また、各スレーブＳが備える抵抗１１３は、任意の抵抗値でも良いが、全て同一の
抵抗値かつＩＤ判別線Ｌｉの持つ抵抗値より十分大きい抵抗値である。
【００２７】
　シリアルトランシーバ１１４は、マスタＭ及び他のスレーブＳと半２重通信（シリアル
通信）を行うためのものである。シリアルトランシーバ１１４は、シリアル通信ラインＬ
ｓにより隣接するユニットのシリアルトラシーバ（マスタＭのシリアルトランシーバ１０
５又は他のスレーブＳのシリアルトランシーバ１１４）と直列に接続される。たとえば、
図１に示す例において、スレーブＳ１のシリアルトランシーバ１１４は、マスタＭのシリ
アルトランシーバ１０５とスレーブＳ２のシリアルトランシーバ１１４とにシリアル通信
ラインＬｓで接続される。
【００２８】
　すなわち、シリアルトランシーバ１１４によりマスタＭ又は他のスレーブＳから送信さ
れたデータを受信すると、スレーブＳのコプロセッサ１１１は、当該データに付与されて
いるＩＤと自己のＩＤとが一致するか否かを判断する。受信したデータのＩＤと自己のＩ
Ｄが一致すれば、スレーブＳのコプロセッサ１１１は、当該データを自己宛のデータであ
ると判断してメモリ１１５に格納する。ただし、このような場合でも、半２重通信の特性
上、当該スレーブＳは、当該データを次のスレーブへ送信する。一方、受信したデータの
ＩＤと自己のＩＤとが一致しなければ、スレーブＳのプロセッサ１１１は、シリアルトラ
ンシーバ１１４を通じて、次のスレーブＳへ受信したデータを送信する。また、スレーブ
Ｓのコプロセッサ１１１は、シリアルトランシーバ１１４を通じてマスタＭへ自己のＩＤ
を付与したデータを送信することができる。スレーブＳが自己のＩＤをデータに付与して
送信することで、マスタＭは、受信したデータがどのスレーブから送信されたデータであ
るかを識別することができる。
【００２９】
　メモリ１１５は、プログラム及びデータなどを記録するコンピュータ可読媒体である。
メモリ１１５は、たとえば、コアプロセッサ１１１で動作するプログラムを格納する。ま
た、メモリ１１５は、マスタＭへ送信するデータ、マスタＭから受信したデータ、及びコ
アプロセッサ１１１の処理結果などを格納する。また、メモリ１１５は、当該スレーブＳ
の用途、機能、あるいは特性などを示す情報（機器情報）を格納する。機器情報は、予め
メモリ１１５に記憶しておけば良い。例えば、メモリ１１５は、当該スレーブＳが接続さ
れているセンサの種類、あるいは、当該スレーブが駆動させるアクチュエータの種類など
を示す情報を機器情報として格納する。
【００３０】
　センサ２０１は、マスタＭに送信するデータ又はコアプロセッサ１１１での処理に使用
されるデータなどを測定するセンサである。センサ２０１は、特に用途が限定されるもの
ではない。例えば、センサ２０１は、温度センサ、通過検知センサ、厚さ検知センサ、画
像検知センサ、磁気検知センサなど様々なセンサが想定される。
【００３１】
　コントローラ１１６は、コアプロセッサ１１１から制御命令に基づいて、アクチュエー
タ３０１を駆動させるものである。コントローラ１１６は、アクチュエータ３０１によっ
て構成が異なる。例えば、アクチュエータ３０１がゲートの駆動機構であった場合、コン
トローラ１１６は、ゲートを動作させるためのモータ駆動回路あるいはインバータモータ
などで構成されるものが想定される。アクチュエータ３０１は、マスタＭから駆動命令又
はコアプロセッサ１１１から駆動命令に基づいてコントローラ１１６が動作させる駆動機
構であって、特定のものに限定されるものではない。例えば、アクチュエータ３０１は、
モータなどで動作する駆動機構が想定される。
【００３２】
　本実施形態において、各スレーブに接続される機器（例えば、センサなどの入力機器、
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アクチュエータなどの駆動機器）の構成は、スレーブごとに異なってよい。例えば、各ス
レーブは、それぞれ異なる種類のセンサを接続しても良いし、異なる種類のアクチュエー
タをコントローラを介して接続しても良い。図１に示す例では、スレーブＳ１は、コント
ローラを具備せずにセンサ２０１のみを接続した例を示し、スレーブＳ２は、コントロー
ラに介してアクチュエータ３０１を接続した例を示し、スレーブＳｎは、センサを接続せ
ず、アクチュエータも接続しない例を示すものである。また、スレーブとしては、センサ
などの入力機器とともに、アクチュエータなどの駆動機器を接続するものであっても良い
し、接続する入力機器および駆動機器の数も任意であって良い。
【００３３】
　次に、各スレーブＳが自己のＩＤ（識別情報）を決定する手順について説明する。　
　各スレーブＳは、測定部１１２により抵抗１１３の直前とグランドとの電位差としての
電圧値（抵抗前電圧値）と抵抗にかかる電圧値（分圧値）とを測定する。また、各スレー
ブの測定部１１２は、抵抗１１３の直後とグランドとの電位差としての電圧値（抵抗後電
圧値）を測定しても良い。また、各スレーブＳは、マスタＭにある電源部１０３がＩＤ判
別線Ｌｉに供給する電圧値（電源電圧値）をメモリ１１５に記憶している。各スレーブＳ
のコアプロセッサ１１１は、測定部１１２が測定した抵抗前電圧値と分圧値と電源部１０
３が供給する電源電圧値とに基づいて識別情報としてのＩＤを決定する。本実施形態では
、各スレーブＳのコアプロセッサ１１１は、ＩＤ識別線Ｌｉにおいて、自己がマスタＭか
ら何番目に接続されているかを抵抗前電圧値、分圧値および電源電圧値により計算し、そ
の番号を自己のＩＤとする。
【００３４】
　以下、スレーブＳにおけるＩＤの決定手順の例を詳細に説明する。　
　まず、マスタＭ内のコアプロセッサ１０２は、電源部１０３によりＩＤ判別線Ｌｉに電
圧を供給する。電源部１０３がＩＤ判別部Ｌｉに供給する電圧値は、電源電圧値とする。
電源電圧値は、各スレーブＳで共通であり、全スレーブのメモリ１１５には、電源電圧値
を示す情報が保存されるものとする。例えば、電源電圧値は、予めメモリ１１５に記憶し
ておくようにする。また、電源電圧値は、マスタＭがシリアル通信ラインＬにより各スレ
ーブＳへ通知するようにしても良いし、ＩＤ判別部Ｌｉとは別系統の主電源ラインＬｖか
ら供給される動作用の電圧の値を電源電圧値として認識するようにしても良い。
【００３５】
　まず、ネットワークシステムにおいて、マスタと各スレーブとには、主電源ラインＬｖ
から動作用の電源が投入される。動作用の電源が投入されると、マスタＭの電源部１０３
は、ＩＤ判別線Ｌｉに各スレーブにＩＤを決定させるための電圧として電源電圧値の電圧
を印加する。ＩＤ判別線Ｌｉには、各スレーブに１つずつ設けた、同一抵抗値の抵抗が直
列に接続されている。このため、ＩＤ判別線Ｌｉによって印加される電圧は、各スレーブ
の抵抗で同じ電圧値だけ電圧降下し、各スレーブで等しく分圧される。
【００３６】
　ＩＤ判別線Ｌｉによって各スレーブの抵抗に印加される電圧が安定した後、各スレーブ
の測定部１１２は、抵抗１１３の直前の電圧値としての抵抗前電圧値と抵抗１１３にかか
る電圧値としての分圧値とを測定する。測定部１１２は、測定結果としての抵抗前電圧値
と分圧値とをそれぞれデジタル化してコアプロセッサ１１１へ出力する。コアプロセッサ
１１１は、測定部１１２から取得した抵抗前電圧値および分圧値をワーキングメモリとし
ての内部メモリあるいはメモリ１１５に格納する。
【００３７】
　抵抗前電圧値及び分圧値を取得すると、コアプロセッサ１１１は、マスタＭがＩＤ判別
線Ｌｉ全体に印加している電源電圧値を認識する。たとえば、コアプロセッサ１１１は、
メモリ１１５に予め記憶されている電源電圧値を読み込むことにより、マスタＭがＩＤ判
別線Ｌｉ全体に印加している電源電圧値を取得する。電源電圧値を取得すると、コアプロ
セッサ１１１は、抵抗前電圧値、分圧値及び電源電圧値に基づいて当該スレーブ（自己）
の識別情報を決定する。



(9) JP 2013-192012 A 2013.9.26

10

20

30

40

50

【００３８】
　たとえば、コアプロセッサ１１１は、ＩＤ判別線Ｌｉにおいて、自己がマスタＭから何
番目に接続されているか計算する。マスタＭから何番目に接続されたスレーブであるかは
、次式（１）により算出できる。　
　抵抗前電圧値＝電源電圧値－分圧値（Ｎ－１）・・・（１）
　ここで、Ｎは、自己のスレーブがＩＤ判別線においてマスタＭから何番目に接続されて
いるか示す値である。コアプロセッサ１２１は、抵抗前電圧値、分圧値及び電源電圧値を
用いて式（１）をＮについて解くことにより、自己がマスタＭから何番目に接続されてい
るか決定する。
【００３９】
　マスタＭから何番目に接続されたスレーブであるかを示すＮを計算すると、コアプロセ
ッサ１１１は、計算したＮをそのまま自己の識別情報としてのＩＤとする。この場合、コ
アプロセッサ１１１は、計算したＮを自己のＩＤとして、メモリ１２５に格納する。また
、コアプロセッサ１１１は、計算したＮを用いてユニークなＩＤ（例えば、Ｎ＋付加情報
）を決定するようにしても良い。たとえば、コアプロセッサ１１１は、計算したＮに別の
情報（例えば、当該スレーブの用途などを示す情報）を付加してＩＤとしても良い。この
場合も、コアプロセッサ１１１は、決定したＩＤをメモリ１２５に格納することにより自
己の識別情報としてのＩＤを決定する。
【００４０】
　自己のＩＤを決定すると、コアプロセッサ１１１は、シリアルトランシーバ１１４によ
り自己のＩＤと自己の機器情報（当該機器の用途、特定、特徴などを示す情報）とをマス
タＭへ送信する。例えば、コアプロセッサ１１１は、当該スレーブに接続されている情報
入力機器（例えば、センサ）の種類を示す情報、あるいは、コントローラ１１６を通すな
どして駆動制御が可能な駆動機構（例えば、アクチュエータ）の種類を示す情報などを含
む機器情報（特徴データ）を自己のＩＤを共にマスタＭへ送信する。
【００４１】
　ＩＤとスレーブの機器情報とは、シリアル通信ラインＬｓを介して送信され、マスタＭ
のシリアルトランシーバ１１４に受信される。ＩＤとスレーブの機器情報とを受信したマ
スタＭのコアプロセッサ１０２は、各スレーブから受信したＩＤと機器情報とをメモリ１
０５へ格納する。これにより、マスタＭは、メモリ１０５に格納した各スレーブのＩＤと
機器情報とを参照して、特定のスレーブへの制御命令などのデータ送信、あるいは、各ス
レーブから受信するデータの識別などを行うことが可能となる。　
　以上の手順により、各スレーブＳは、自己のＩＤを決定することができる。また、マス
タＭは、各スレーブＳで決定されたＩＤと各スレーブＳの特徴を示す機器情報とを取得す
ることができる。
【００４２】
　次に、各スレーブにおけるＩＤ決定の具体例について説明する。　
　図２は、マスタＭと５つのスレーブＳ１、Ｓ２、…、Ｓ５を有するネットワークシステ
ムにおいて、各スレーブＳの抵抗に供給される電圧を示した図である。　
　図２に示す例では、電源電圧値が５Ｖである場合に、ＩＤ判別線Ｌｉによって、５個の
各スレーブＳの抵抗に供給される電圧を示す図である。図２に示すグラフにおいて、水平
な部分は、各スレーブの抵抗前電圧値を表している。また、図２に示すグラフにおいて、
ドロップしている部分は、各スレーブの抵抗で電圧が落ち込むこと（電圧降下）を示して
いる。
【００４３】
　ここで、図２に示された具体例において、第２スレーブＳ２がＩＤを決定する手順につ
いて説明する。　
　まず、マスタＭは、電源部１０３からＩＤ判別線Ｌｉに電源電圧を供給する。図２に示
す例では、電源電圧値は、５Ｖである。全てのスレーブの抵抗に電圧が供給された後、第
２スレーブＳ２の計測部１１２は、抵抗前電圧値及び分圧値を測定する。図２に示す例で
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は、第２スレーブＳ２の抵抗前電圧値は、４Ｖである。また、第２スレーブＳ２の抵抗１
１３による分圧値、即ち、抵抗１１３で落ち込む電圧値は、１Ｖである。
【００４４】
　抵抗前電圧値及び分圧値を測定すると、計測部１１２は、測定された各電圧値をデジタ
ルデータに変換して、コアプロセッサ１１１へ送信する。抵抗前電圧値及び分圧値のデー
タを受信したコアプロセッサ１１１は、マスタＭから何番目のスレーブかを示す値Ｎを計
算する。図２に示す例では、コアプロセッサ１１１は、上記の式（１）に、抵抗前電圧４
Ｖ、電源電圧値５Ｖ、及び、分圧値１Ｖを代入し、Ｎを計算する。計算式は、次の通りで
ある。　
　４Ｖ（抵抗前電圧値）＝５Ｖ（電源電圧値）－１Ｖ(分圧値)×（Ｎ－１）
したがって、　Ｎ＝２　と計算される。
【００４５】
　Ｎ＝２と計算すると、コアプロセッサ１１１は、メモリ１１５へ自己のＩＤとして「２
」を格納する。メモリ１１５に自己のＩＤを格納すると、コアプロセッサ１２１は、さら
に、シリアルトランシーバ１１４によりシリアル通信ラインＬｓを介して、自己のＩＤ（
「２」）とともに、メモリ１１５に格納されている自己の機器情報（特徴データ）をマス
タＭへ送信する。
【００４６】
　シリアル通信ラインＬｓにより第２スレーブからＩＤ（「２」）と機器情報とを受信し
たマスタＭのコアプロセッサ１０２は、第２スレーブに関する情報として、ＩＤ（「２」
）と機器情報（特徴データ）とを対応づけてメモリ１０５へ格納する。　
　以上の手順により、第２スレーブＳは自分自身で自己のＩＤを「２」と決定することが
でき、マスタＭは、ＩＤ判別線Ｌｉに電源電圧を供給するだけで、第２スレーブのＩＤと
第２スレーブＳ２の機器情報とを取得できる。
【００４７】
　上述したように、実施形態に係るネットワークシステムによれば、マスタＭからＩＤ判
別線Ｌｉによって供給さえる電源電圧により、各スレーブＳは、それぞれが自分自身で自
己の識別情報を決定することができる。さらに、各スレーブは自己で決定した識別情報を
自己のスレーブＳの特徴データとしての機器情報とともに送信するため、マスタＭとして
は、ＩＤ判別線Ｌｉに電源電圧を供給するだけで、各スレーブから識別情報と機器情報と
を取得できる。
【００４８】
　次に、ネットワークシステムの他の構成例について説明する。　
　図３は、マスタＭおよび複数のスレーブからなるネットワークシステムの第２の構成例
を示すブロック図である。　
　図３に示す第２の構成例のネットワークシステムでは、マスタＭの電源部１０３から各
スレーブＳの抵抗１１３を直列に接続するＩＤ判別線Ｌｉが、再び各スレーブＳ内を通っ
てマスタＭの接地部へ折り返される構成を有する。
【００４９】
　図３に示す第２の構成例のネットワークシステムにおいて、ＩＤ判別線Ｌｉは、２重線
の状態で各スレーブに接続される。各スレーブＳに接続する２重のＩＤ判別線Ｌｉは、一
方が各スレーブＳの抵抗１１３を直列に接続する電圧供給ラインであり、他方が接地され
るグランドラインである。
【００５０】
　図３に示す第２の構成例のネットワークシステムは、ＩＤ判別線Ｌｉを接続する構成以
外は、図１に示す構成例と同様なもので良い。図３に示す構成例においては、各スレーブ
Ｓが２重線となっているＩＤ判別線Ｌｉを接続するための構成としてコネクタＣ１及びＣ
２を有している。なお、各スレーブＳにおけるコネクタＣ１及びＣ２以外は、図１に示す
構成例と同様なもので良い。このため、図３では、図１に示す構成例と同様なものについ
ては、同一の符号を付して、その詳細な説明を省略する。
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【００５１】
　コネクタＣ１は、マスタＭ又は前段のスレーブからの引き延ばされた２重のＩＤ判別線
Ｌｉが接続される。上述したように、コネクタＣ１に接続されるＩＤ判別線Ｌｉは、一方
が電圧供給ラインであり、他方がグランドラインである２重線である。すなわち、コネク
タＣ１は、ＩＤ判別線Ｌｉのうち電圧供給ラインを抵抗１１３に接続し、グランドライン
を直接的にコネクタＣ２に接続するものとする。
【００５２】
　コネクタＣ２は、次段のスレーブへＩＤ判別線Ｌｉを接続するためのコネクタである。
コネクタＣ２には、当該スレーブＳ内の抵抗１１３に接続した電圧供給ラインと、コネク
タＣ１から直接的に接続されるグランドラインとが接続される。このため、ＩＤ判別線Ｌ
ｉで次段のスレーブを接続する場合、コネクタＣ２からは、電圧供給ラインとグランドラ
インとが区別可能な２重のＩＤ判別線Ｌｉが引き延ばされ、次のスレーブのコネクタＣ１
にそれぞれが接続される。
【００５３】
　また、ＩＤ判別線Ｌｉを次段のスレーブに接続しない場合、コネクタＣ２は、ＩＤ判別
線Ｌｉの電圧供給ラインとグランドラインとを短絡させる。すなわち、コネクタＣ２内で
ＩＤ判別線Ｌｉの電圧供給ラインとグランドラインとを接続することで、マスタＭは、タ
ーミナルなしに、電源部１０３の各スレーブの抵抗を直列接続した電圧供給ラインとグラ
ンドラインとを閉じた回路を構成できる。なお、コネクタＣ２は、次段のスレーブにＩＤ
判別線Ｌｉを接続する場合に、ＩＤ判別線Ｌｉにおける電圧供給ラインとグランドライン
との接続を解除されるような構成としても良い。このような形態では、ＩＤ判別線Ｌｉを
次のスレーブへ接続する場合、コネクタＣ２は、ＩＤ判別線Ｌｉの電圧供給ラインとグラ
ンドラインとが開放され、それぞれを次のスレーブのコネクタＣ１へ供給することができ
る。
【００５４】
　また、図３に示す第２の構成例のネットワークシステムにおいて、各スレーブＳがそれ
ぞれ自己のＩＤを決定する手順は、図１に示す第１の構成例を用いて説明した各スレーブ
Ｓがそれぞれ自己のＩＤを決定する手順と同様に実現できる。このため、図３に示す第２
の構成例のネットワークシステムにおける各スレーブのＩＤ決定手順については、その詳
細な説明を省略するものとする。
【００５５】
　図３に示すような第２の構成例によれば、マスタＭの電源部１０３から各スレーブの抵
抗を直列に接続する電圧供給ラインと接地するグランドラインとを２重のＩＤ判別線Ｌｉ
として各スレーブに接続し、最後のスレーブ内で電圧供給ラインとグランドラインとを短
絡させる。これにより、第２の構成例によれば、２重のＩＤ判別線Ｌｉを各スレーブのコ
ネクタに順に接続することにより容易にシステムを構築できる。
【００５６】
　次に、本実施形態に係るネットワークシステムの第３の構成例について説明する。　
　図４は、本実施形態に係るマスタおよび各スレーブを有するネットワークシステムの第
３の構成例を示すブロック図である。　
　図４に示すように、第３の構成例のネットワークシステムでは、マスタＭの電源部１０
３から各スレーブＳの抵抗を直列に接続したＩＤ判別線Ｌｉの終端を、マスタＭ内に設け
た接地部ではなく、最後のスレーブＳｎに設けた接地部Ｇ´に接続する。
【００５７】
　なお、図４に示す第３の構成例のネットワークシステムにおいて、マスタＭ内の構成、
および、各スレーブＳ内の構成は、図１に示すネットワークシステムのマスタＭおよび各
スレーブと同様なもので実現できる。このため、図４では、マスタＭおよび各スレーブＳ
内の構成については、図１に示すマスタＭおよび各スレーブＳ内の構成と同様であるので
、同一の符号を付して、その詳細な説明を省略する。
【００５８】



(12) JP 2013-192012 A 2013.9.26

10

20

　さらに、図４に示す第３の構成例のネットワークシステムにおいて、各スレーブＳがそ
れぞれ自己のＩＤを決定する手順は、図１に示す第１の構成例を用いて説明した各スレー
ブＳがそれぞれ自己のＩＤを決定する手順と同様に実現できる。このため、図４における
第３の構成例のネットワークシステムにおける各スレーブのＩＤ決定手順についても、、
その詳細な説明を省略するものとする。
【００５９】
　図４に示すような第３の構成例によれば、マスタＭの電源部１０３から各スレーブの抵
抗を直列に接続したＩＤ判別線ＬｉをマスタＭへ引き込む必要がなく、マスタＭ及び各ス
レーブを設置する自由度が高くなり、ネットワークシステムを構成する各機器の物理的な
構成が簡易化できる。
【００６０】
　本発明のいくつかの実施形態を説明したが、これらの実施形態は、例として提示したも
のであり、発明の範囲を限定することは意図していない。これら新規な実施形態は、その
他の様々な形態で実施されることが可能であり、発明の要旨を逸脱しない範囲で、種々の
省略、置き換え、変更を行うことができる。これら実施形態やその変形は、発明の範囲や
要旨に含まれるとともに、特許請求の範囲に記載された発明とその均等の範囲に含まれる
。
【符号の説明】
【００６１】
　Ｍ…マスタ、Ｓ（Ｓ１、Ｓ２、…、Ｓｎ）…スレーブ、Ｌｖ…主電源ライン、Ｌｇ…グ
ランドライン、Ｌｉ…ＩＤ判別線、Ｌｓ…シリアル通信ライン、１０２…コアプロセッサ
、１０３…電源ライン、１０４…シリアルトランシーバ、１０５…メモリ、１１０…スレ
ーブ、１１１…コアプロセッサ、１１２…測定部、１１３…抵抗、１１４…シリアルトラ
ンシーバ、１１５…メモリ、１１６…コントローラ、２０１…センサ、３０１…アクチュ
エータ、Ｃ１…コネクタ、Ｃ２…コネクタ
【図１】 【図２】
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